














































































サンパウロ大学の Junko Ota 教授 全体討論会の様子
総合司会の久冨木原玲教授
（21）
願いしました。8月は押本経有先生に「『舞姫』を映像からよむ」というタイ
トルで，12月は山田裕先生に「入門期の漢文指導」というタイトルでお話い
ただき，それぞれ 30名，60名の参加がありました。
　本学図書館所蔵の貴重書についての研究を継続して行っている「稀書の会」
は，今年度から伊藤伸江教授を中心に『弥生日記』（市橋文庫）の輪読を行っ
ています。『弥生日記』は岡崎と刈谷の俳人が編纂した俳諧の書で，文化・文
政期の地域の文化交流を考える上で貴重です。本号にはその最初の成果を掲載
することができました。「稀書の会」では『弥生日記』に描かれる旅の様子を
辿るための実地踏査も行っており，その様子は図書館でも関連企画展示として
紹介されました。
　今年度は，例年にもまして，学内外の多くの方々，さまざまな機関からのご
協力を得ましたこと，この場を借りまして，心から感謝申し上げます。
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